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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文では、熱活性化遅延蛍光（TADF）過程を利用した高効率有機エレクトロルミネッセンス

（EL）デバイスの開発を目的として、励起エネルギー準位を制御した新規 TADF 発光分子を設計、

合成し、これらの材料の光物理特性の評価、ならびに素子における電界発光特性の詳細な解析を行

っている。量子化学計算に基づき、種々の電子ドナーおよび電子アクセプター部位を組合わせた

TADF 材料群を創製し、これらの材料を用いた有機 EL デバイスが高い外部量子効率を示すことを

実証している。本研究で得られた知見は、有機発光材料・デバイスの開発において有益なものであ

り、価値ある業績であると認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


